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普
天
間
基
地
の
「
県
外
移
設
」
を
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
約
束
し
た
鳩
山
政

権
の
「
移
設
地
」
探
し
は
四
月
に
入
っ
て
も
、
い
っ
そ
う
混
迷
の
度
を
深
め
て
い
る
。

「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
陸
上
部
」
プ
ラ
ス
「
徳
之
島
移
転
」、
そ
し
て
最
終
的
に
は

勝
連
沖
埋
立
に
よ
る
巨
大
新
基
地
建
設
と
い
う
案
は
、「
移
設
候
補
地
」
住
民
や
行
政

の
総
ぐ
る
み
の
反
対
に
よ
っ
て
、
次
々
と
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
政
府
案

を
確
定
す
る
期
限
と
さ
れ
た
三
月
末
が
過
ぎ
て
も
、
鳩
山
首
相
は
「
腹
案
」
が
あ
る

と
い
う
だ
け
で
、
解
決
の
展
望
が
全
く
な
い
こ
と
を
事
実
上
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

　
「
毎
日
新
聞
」
四
月
八
日
朝
刊
は
、
首
相
の
「
腹
案
」
が
普
天
間
を
「
有
事
」
に
の

み
米
軍
が
使
用
す
る
施
設
と
し
て
残
し
、
訓
練
な
ど
そ
の
他
の
機
能
を
九
州
な
ど
の

米
軍
基
地
に
分
散
移
転
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
観
測
記
事
を
掲
載
し

た
。
し
か
し
鳩
山
政
権
の
側
に
明
確
な
方
針
を
も
っ
て
米
国
と
交
渉
す
る
姿
勢
が
な

い
の
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
。「
日
米
同
盟
の
深
化
」「
米
国
の
抑
止
力
の
維
持
」
と

い
う
枠
組
み
に
政
権
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
安
保
＝
基
地
を
沖
縄
に
押
し
つ

け
る
戦
後
自
民
党
政
治
か
ら
の
脱
却
は
不
可
能
な
の
だ
。
日
米
両
政
府
間
で
の
五
月

中
の
決
着
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
鳩
山
政
権
の
存
続
す
ら
疑
わ
れ
る
局
面
が

到
来
し
て
い
る
。

　

一
月
名
護
市
長
選
で
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
派
・
稲
嶺
新
市
長
が
誕
生
し
た
。
二

月
二
四
日
の
沖
縄
県
議
会
で
は
、普
天
間
基
地
の
即
時
閉
鎖
、県
内
新
基
地
建
設
反
対
、

「
県
外
・
国
外
移
設
」
を
求
め
る
意
見
書
が
自
公
を
ふ
く
む
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

仲
井
真
知
事
も
「
県
外
移
設
」
に
大
き
く
傾
い
た
。「
県
内
移
設
先
」
候
補
地
に
名
が

上
が
っ
た
名
護
市
、
う
る
ま
市
、
嘉
手
納
町
で
は
、
行
政
・
議
会
・
住
民
一
体
と
な
っ

た
反
対
の
う
ね
り
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
四
月
二
五
日
に
は
初
め
て

沖
縄
県
議
会
の
全
会
派
が
参
加
す
る
形
で「
普
天
間
基
地
即
時
返
還
、県
内
移
設
反
対
」

を
掲
げ
た
一
〇
万
人
規
模
の
県
民
集
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
も
は
や
沖
縄
県
民

の
「
普
天
間
閉
鎖
・
基
地
の
県
内
た
ら
い
回
し
反
対
」
の
声
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

沖
縄
の
ね
ば
り
強
い
反
基
地
闘
争
に
応
え
全
国
各
地
で
沖
縄
の
人
々
と
と
も
に
闘

う
労
働
者
・
学
生
・
市
民
た
ち
の
運
動
が
連
続
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
東
京

で
は
辺
野
古
実
に
よ
る
毎
月
第
一
月
曜
日
の
防
衛
省
行
動
に
加
え
て
三
月
か
ら
毎
週

金
曜
日
の
首
相
官
邸
前
行
動
に
多
く
の
人
々
が
結
集
し
「
政
府
は
公
約
を
守
れ
！　

沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
ろ
」
の
訴
え
を
響
か
せ
て
い
る
。
四
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で

沖
縄
か
ら
知
花
昌
一
さ
ん
、
金
城
実
さ
ん
な
ど
が
官
邸
・
国
会
前
で
の
座
り
込
み
行

動
を
行
っ
た
。
四
月
二
五
日
に
は
沖
縄
県
民
大
会
と
呼
応
し
て
「〝
沖
縄
県
民
と
と
と

も
に
声
を
あ
げ
よ
う
〟
東
京
集
会
」（
午
後
三
時
・
社
会
文
化
会
館
、
呼
び
か
け
：
沖

縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
協
賛
：
辺
野
古
実
）
が
開
催
さ
れ
る
。
い

ま
必
要
な
こ
と
は
、
沖
縄
と
と
も
に
闘
う
「
本
土
」
の
人
び
と
の
運
動
だ
。

　

今
年
は
六
〇
年
安
保
改
定
か
ら
五
〇
年
に
あ
た
る
。
私
た
ち
は
全
世
界
に
戦
争
を

ま
き
散
ら
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
日
米
同
盟
」「
米
軍
再
編
」
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

沖
縄
に
米
軍
事
基
地
を
押
し
付
け
、
密
約
に
ま
み
れ
た
日
米
安
保
条
約
の
廃
棄
を
呼

び
か
け
る
。

　

私
た
ち
は
、
三
月
以
来
「
60
年
安
保
か
ら
50
年　

も
う
や
め
よ
う
！　

日
米
安
保

条
約
」
連
続
学
習
会
を
行
い
、
四
月
二
八
日
に
は
「
天
皇
制
国
家
と
植
民
地
主
義
を

問
う
」
４
・
28
─
４
・
29
連
続
行
動
」
の
一
環
と
し
て
沖
縄
か
ら
新
崎
盛
暉
さ
ん
を

招
き
「
60
年
安
保
50
年
目
の
沖
縄
デ
ー
に
『
安
保
と
沖
縄
』
を
考
え
る
」（
午
後
六
時

／
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ
）
を
開
催
す
る
。

　

さ
ら
に
私
た
ち
は
反
戦
・
反
基
地
の
課
題
を
共
有
す
る
人
び
と
と
と
も
に
呼
び
か

け
た「
２
０
１
０
安
保
連
絡
会
」が
企
画
す
る「
も
う
や
め
よ
う
！　

日
米
安
保
条
約
」

６
・
19
集
会
・
行
動
（
午
後
一
時　

社
会
文
化
会
館
、
講
演
：
浅
井
基
文
さ
ん
、
沖

縄
か
ら
の
報
告
：
安
次
富
浩
さ
ん
）
の
成
功
に
全
力
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
訴
え
た
い
。

（
四
月
九
日
記
）

普
天
間
基
地
即
時
閉
鎖
・
新
基
地
阻
止
へ
─
４
・
28
「
沖
縄
デ
ー
」
集
会
、
６
・
19
「
も
う
や
め
よ
う
！
日
米
安
保
条
約
」
集
会
に
参
加
を	

国
富
建
治




